
　社会保障・税番号制度（以下、マイナンバーとい

う）という大きな波が平成27年10月に第一波とし

てやってきます。自治体の皆さんは、どうやってこ

の波に乗り、住民サービスを展開していくか現在準

備を進めているところだと思いますが、茨城県で最

も小規模の自治体である五霞町でも、この波に乗っ

て町の特性を活かした業務改革と住民満足度向上を

考えています。私は26年４月からマイナンバーの

主担当と情報主担当の兼任になりましたので、これ

までの取組みとマイナンバーを進める上での留意す

べき点等を「三つの誤算」と「四つの良策」として

ご紹介させていただきます。

　私がマイナンバーを意識したのは、平成22年度

に情報化推進基本計画見直しの準備に入ったときの

ことです。前任担当者から、国の動きに自治体クラ

ウドとマイナンバーがあることを知らされ、その結

び付きを気にしながら情報施策を検討してきました。

　全国的に自治体クラウドに取り組む団体が徐々に

増えていく中で、茨城県でも同時期にシステム更新

を控えていた常陸大宮市、那珂市、かすみがうら市

と五霞町の３市１町からなる「いばらき自治体クラ

ウド基幹業務運営協議会」が25年３月に設立され、

県情報政策課の支援により調達仕様書にマイナン

バーへの対応も組み込みながら、公募型プロポーザ

ルにて業者選定を行い、25年７月には優先交渉権

者を決定しました。優先交渉権者が五霞町の現行ベ

ンダーと同じであったこともあり、移行への負担は

軽減できると想定されたため、このタイミングで庁

内にマイナンバーのプロジェクトチームを立ち上げ

ました。

　25年度、本協議会はLASDEC（現J-LIS）の自

治体クラウド・モデル団体支援事業に採択されたこ

とから、その事業の一つとして、市長町長向け、職

員向けのマイナンバーセミナーを開催し、自治体ク

ラウドからマイナンバーに向けての一連の流れの共

通理解に努めました。ここまでのプロセスが今後の

マイナンバー推進に向けて重要だということを後述

します。

・誤算①：大き過ぎる波

　まず、最も大きな誤算は、マイナンバーの波が大

き過ぎるということです。今までにない規模の波であ

ることから、情報収集及び共有、伝達に苦慮してい
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ます。なぜなら、小規模自治体ではマイナンバー専

属での対応が難しいためです。マネージメントをする

企画部門も運用をする住民窓口部門も体制は通常業

務プラスαであり、膨大な資料の読み込み、頻繁に

発信される情報に十分な対応ができていません。ポ

イントは、だれが（どれだけの人が）どの程度まで制

度を把握し、運用を検討できるかだと思っています。

・誤算②：専門的なアドバイスの不足

　二つ目は、準備が正しく進められているか、独自性

を出すのにどのように進めればよいかの参考となる専

門的なアドバイスが不足していることです。CIO補佐

官の設置や地域情報化アドバイザーの支援など、外

部の支援体制の準備をしてこなかったことが、推進

が加速されないことにつながっていると思われます。

・誤算③：独自利用検討の優先順位

　三つ目は、独自利用の検討を通常利用の次に考え

ていたことです。社会保障と税、防災への対応が先、

独自利用はその後と決めて準備を行っていたこと

も、庁内にマイナンバー推進の温度差が生まれた原

因になってしまいました。全庁的に推進する上で、

自分のところにも関係があるという認識をしてもら

うことが重要だと思います。

・良策①：自治体クラウド効果

　四つのうち、最も大きいのは先述した自治体クラ

ウド推進のプロセスで生まれた効果があることで

す。人口１万人未満規模の自治体と５万人規模の自

治体が共同でクラウドを推進した効果としてシステ

ムだけでなく、組織としての連携や情報交換、コミュ

ニケーションといった仕組みまで構築されました。

３市１町が協力してマイナンバーに取り組めること

もあり、個別にクラウドを推進したのでは得られな

い効果がありました。今後の推進にも大きなプラス

となると考えています。

・良策②：ボトムアップとトップダウンの併用

　二つ目は、ボトムアップとトップダウンを上手く

併用することです。自治体クラウド推進をする際は、

この併用により成果を上げることができました。ボ

トムアップの良さでもあるコアまでの浸透と、トッ

プダウンの良さであるスピード感を合わせて、目的

を達成するために全庁的に一丸となって取り組むも

のです。五霞町では、町長にマイナンバー導入のリー

ダーシップをとっていただくとともに、町の情報推

進委員会を番号制度推進委員会としてピラミッド型

の組織に再構築しました。

・ 良策③：ワークショップ活用によるアクションへ

の展開

　三つ目は、会議の手法としてのワークショップの

活用です。これも自治体クラウドで成果を上げたや

り方で、ファシリテーターを進行役とした参加型の

会議にて、個のアイディア・意見をグループで膨ら

ませ、アクションへ移すことにより職員の自主的か

つ積極的な展開を促進するものです。

・良策④：システムベンダーのサポート

　四つ目は、システムベンダーといかに上手に付き

合いサポート体制を確立するかということです。既

にWBSが配られマイナンバーへのベンダー側の対

応する部分と自治体側の対応する部分が示されてい

ます。小規模自治体にとって、ベンダーからの早い

情報提供は効果的であり、また、ベンダー任せでは

なく目的達成のためのパートナーとして、お互いが

ともに役割を理解して取り組むことが重要です。

　最後に、マイナンバーにより自治体ごとのサービ

スに大きな差が出ると思われます。対応する職員数

と組織体制、独自利用にかけることができるコスト

等を考えると、小規模自治体ほど不利であることは

否めません。しかし、小規模自治体には大規模自治

体にないものもあります。特に、職員が一丸となっ

て取り組むときの小回りの良さ、スピード感です。

マイナンバーが「住民満足度向上」につながるとい

う認識を共有し、知恵とアイディアを出し合って取

り組むことができれば、必ずこの波に乗り、さらに

は乗りこなすことができると思っています。小規模

自治体の皆さん、マイナンバーの波に乗り、ピンチ

をチャンスに変えましょう。

番号制度導入に向けた自治体の取組み

月刊 　H26.10月 43

042　番号制度-茨城県五霞町.indd   43042　番号制度-茨城県五霞町.indd   43 2014/09/16   14:56:562014/09/16   14:56:56



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


